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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

ストロンチウム90は、東京電力福島第一原子力発電所の事故で環境中

に放出された主要な難測定核種の一つであり、従来の放射線計測が苦

手とする長半減期の純β崩壊核種であるため、迅速かつ高感度な分析

技術の開発が急務となっている。本研究では、半導体レーザーを用い

た共鳴イオン化により元素かつ同位体選択的にストロンチウム90をイ

オン化する手法に着目し、特に海洋試料等のストロンチウム安定同位

体濃度が高い実試料を対象とした、食品規制レベル100Bq/kg以下の濃

度をターゲットとするストロンチウム90の迅速分析技術を開発するこ

とを目的として、以下の項目を行う。 

１）レーザー共鳴イオン化セットアップの構築 

２）化学処理法の確立 

３）実試料中のストロンチウム90分析 

２．総合評価 Ａ 
・レーザー共鳴イオン化を用いたストロンチウム90の迅速分析手法

は、新規性、革新性があると評価ができる。 

・一方で、ストロンチウム90を取り扱う研究は他でも実施されてお

り、比較検討を行い、本手法の有効性を示せるよう検討して欲し

い。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


